　動物科学特論II
第336回Zoological Conference

日時：　11月25日（水）16:00-17:00　

演者：　細谷 浩史　博士

（広島大学 大学院理学研究科 生物科学専攻細胞生物学研究室）
演題：
動物細胞の分裂メカニズムはどこまで分かっているのだろうか
動物細胞の細胞分裂時にはアクチン繊維とミオシンIIから構成される「収縮環」が形成され、収縮環が収縮する事により細胞が二つにくびれる事が分かっている。骨格筋の場合は、アクチン繊維とミオシン繊維が互いに滑り合うことで筋収縮が起こる。そのため、殆どの研究者は、収縮環も筋収縮と同じメカニズムで収縮するものと予想している。しかし、収縮環では繊維状のミオシンIIは未だ観察されておらず、肝心な収縮メカニズムについては不明なままである。本講義では、収縮環の形成と収縮に関わる最新の研究成果について概説する。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 

  (TEL: 03-5841-4018) 分子生理学研究室

